
T E N S A I  A R T

1

「夜と太陽」　髙橋 美佳　Mika TAKAHASHI　アートボード・アクリル　728×515mm　2017 年

発行日　2018年8月10日（金）

発行者　特定非営利活動法人
　　　　障碍者芸術推進研究機構
　　　　天才アート KYOTO
発行所　〒605-0811
　　　　京都市東山区大和大路四条下る
　　　　4丁目小松町 四条・新道アトリエ
　　　　info@tensai-art.kyoto
　　　　http://tensai-art.kyoto

編　集　株式会社 三六六

天才アートとは、障碍
のある人の多くがもつ
優れた感性と表現力、
そこから湧き出る独

創的なアート作品に対して、特定非営
利活動法人 障碍者芸術推進研究機構

（天才アート KYOTO）が独自にネーミ
ングしたものです。当機構は天才アー
トを推進し、その啓発・普及活動を積
極的に行っています。 天才アート
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京
都
市
・
パ
リ
市
友
情
盟
約
締
結
60
周
年

記
念　
障
が
い
者
ア
ー
ト
展
（
仮
題
）

９
月
28
日
（
金
）
～
10
月
14
日
（
日
）、
京
都

市
・
パ
リ
市
の
友
好
都
市
締
結
60
周
年
を
記
念
し

て
、
京
都
市
主
催
に
て
京
都
と
パ
リ
の
障
碍
者
ア
ー

ト
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
会
期
中
の
10
月
５
日
に

は
京
都
国
際
映
画
祭
２
０
１
８
と
の
連
携
イ
ベ
ン

ト
に
よ
る
「
ラ
イ
ブ
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
や
、
10

月
13
日
に
は
パ
リ
と
京
都
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る

「
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

会
期　
９
月
28
日
（
金
）
～
10
月
14
日
（
日
）
11
時
～
20
時

／
10
月
５
日
（
金
）
は
22
時
ま
で
／
休
館
日
な
し

会
場　

ARTZO
N

E

＋M
ED

IA SH
O

P G
allery

京
都
市
中
京
区
河
原
町
通
三
条
通
下
る
一
筋
目
東
入

る
大
黒
町
44  

Ｖ
Ｏ
Ｘ
ビ
ル
１
・２
階

予 　 告

展 覧 会

ラ
イ
ブ
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

日
時　
10
月
５
日
（
金
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

会
場　
ゼ
ス
ト
御
池
イ
ベ
ン
ト
広
場
／
中
京
区
河
原
町
御
池

内
容　
吉
本
興
行
所
属
タ
レ
ン
ト
＋
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
所
属
作
家
の
ラ
イ
ブ
・
ペ
イ
ン
テ
イ
ン
グ
（
で
き
た

作
品
は
、
国
際
映
画
祭
メ
イ
ン
会
場
に
展
示
予
定
）

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
描
く
日
常
を
社
会
へ
開
く

　
　
　
―
―
福
祉
と
芸
術
の
架
け
橋
と
し
て
」

日
時　
10
月
13
日
（
土
）
14
時
～
17
時

会
場　
京
都
御
池
創
生
館（
京
都
御
池
中
学
校
・
複
合
施
設
）

定
員
２
５
０
名
・
当
日
先
着
順
・
聴
講
無
料

出
演　
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
・
グ
ロ
ジ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
サ
ン
ト
ル
・
ド
ゥ
・
ラ
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
代
表
）

　
　
　
奥
山
理
子
（
み
ず
の
き
美
術
館
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
）

　
　
　
林
田 

新
（
京
都
造
形
芸
術
大
学
ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　

専
任
講
師
）

　
　
　
重
光 

豊
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　

副
理
事
長
）

　
　
　
服
部 

正
（
甲
南
大
学
文
学
部 

准
教
授
）-
進
行
役-

※
詳
細
は
、天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
やARTZO

N
E

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

w
w

w
.tensai-art.kyoto　

 w
w

w.artzone.jp

天
才
ア
ー
ト
展
２
０
１
８

天
才
ア
ー
ト
展
は
、
２
０
１
２
年
に
第
１
回
展

を
堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
て
以
来
、
毎

年
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
と
し
て
本
年
で
第
７
回

目
を
数
え
ま
す
。
京
都
の
障
碍
者
ア
ー
ト
を
総
合

的
に
紹
介
す
る
展
覧
会
と
し
て
、
市
民
や
観
光
客

に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
フ
ァ
ン
も
着
実
に

天
才
ア
ー
ト
が
や
っ
て
き
た
!!

「
公
共
空
間
に
ア
ー
ト
の
彩
り
！
」第
２
弾

新
幹
線
京
都
駅
地
下
自
由
通
路
で
本
年
２
月
に

開
催
し
、
好
評
を
得
た
「
天
才
ア
ー
ト
が
や
っ
て

き
た
!!
～
公
共
空
間
に
ア
ー
ト
の
彩
り
！
」
展
を

今
年
度
も
実
施
し
ま
す
。

場
所
は
、
四
条
通
の
地
下
自
由
通
路
の
中
央
部

分
（
御
幸
町
通
～
富
小
路
通
付
近
）
３
８
０
ｍ
で
、

第
１
弾
と
同
様
に
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
所

属
作
家
の
作
品
を
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
に
し
て
展
示

し
ま
す
。
展
示
期
間
は
、
本
年
11
月
上
旬
～
来
年

１
月
下
旬
の
予
定
で
す
。

同
地
下
通
路
は
、
地
上
の
四
条
通
に
比
べ
て
人

通
り
が
少
な
い
た
め
、
こ
の
た
び
京
都
市
と
阪
急

電
鉄
、
四
条
繁
栄
会
商
店
街
振
興
組
合
の
三
者
が

提
携
し
て
「
文
化
的
活
用
エ
リ
ア
」
と
し
て
整
備

し
、今
後
、展
示
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
「
あ

る
く
ま
ち
京
都
」
の
賑
わ
い
と
魅
力
を
高
め
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

増
え
て
い
ま
す
。
今
年
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

会
期　
11
月
16
日
（
金
）
～
12
月
２
日
（
日
）　

11
時
～
18

時
／
月
曜
日
休
館

会
場　
堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
京
都
市
中
京
区
堀
川
御

池
東
入
る
押
油
小
路
町
２
３
８-

１

天
才
ア
ー
ト
が
や
っ
て
き
た
!!
展
in
東
山

会
期　
２
０
１
９
年
３
月
５
日
（
火
）
～
11
日
（
月
）
９

時
～
17
時
（
最
終
日
は
16
時
30
分
ま
で
）

会
場　
東
山
区
総
合
庁
舎
展
示
ホ
ー
ル

京
都
市
東
山
区
清
水
５
丁
目
１
３
０-

６

写真は2月に開催した京都駅地下自由通路での展示の様子

本
年
度
の
展
覧
会
の
予
定

会場のARTZONEとMEDIA SHOP Gallery（左奥）

会場の堀川御池ギャラリー全景
写真は昨年の「天才アートがやってきた!! in 東
山」の様子
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ト
展
な
ど
で
は
展
示
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
、
フ
エ

ル
ト
素
材
の
作
品
や
織
物
、
紐
に
よ
る
造
形
物
、

陶
器
の
絵
付
け
な
ど
が
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
に

多
数
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
〇
△
□
な
ど
に
図
形
化

さ
れ
た
動
物
や
鳥
と
い
っ
た
モ
チ
ー
フ
が
、
そ
れ

ぞ
れ
画
面
に
構
成
的
に
配
置
さ
れ
、
来
場
者
か
ら

は
モ
チ
ー
フ
の
か
わ
い
ら
し
さ
や
色
彩
の
ユ
ニ
ー

ク
さ
を
評
価
す
る
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

大
栁
さ
ん
は
絵
画
作
品
39
点
と
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
５
冊
が
出
品
さ
れ
、
予
め
色
面
構
成
し
た
画
面

に
フ
ォ
ン
ト
の
よ
う
に
正
確
な
数
字
を
丹
念
に
描

き
込
ん
だ
作
品
や
、
１
か
ら
１
０
０
０
０
０
ま
で

の
数
字
を
独
自
の
規
則
で
色
付
け
し
、
そ
の
構
成

そ
の
も
の
が
色
の
模
様
を
生
み
出
す
作
品
な
ど
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
な

ど
紙
に
描
か
れ
た
細
か
な
数
字
、
板
に
直
接
描
か

れ
た
電
車
の
行
先
や
車
両
の
表
示
な
ど
、
ユ
ニ
ー

ク
な
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。
来
場
者
は
、
緻
密
な

数
字
の
構
成
と
膨
大
な
作
品
数
に
圧
倒
さ
れ
、
感

嘆
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
２
人
の
作
品
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
な
ど
の
商
品
も
好
評
で
、
作
品
の
人

気
の
高
さ
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

第
４
回
天
才
ア
ー
ト
企
画
展

「
土
屋
彰
男
と
大
栁
憲
一
、

２
人
の
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」

５
月
18
日
（
金
）
か
ら
５
月
27
日
（
日
）
ま
で
、

堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
第
４
回
天
才
ア
ー
ト

企
画
展
「
土
屋
彰
男
と
大お

お
や
な
ぎ栁

憲
一
、２
人
の
コ
ン

ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

土
屋
さ
ん
と
大
栁
さ
ん
の
作
品
に
お
け
る
図
形

と
数
字
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
も
つ
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

る
こ
と
に
着
目
し
て
、
作
風
の
異
な
る
魅
力
と
、

表
現
の
要
素
に
こ
だ
わ
っ
て
展
開
さ
れ
る
「
構
成

的
」
と
も
い
え
る
共
通
し
た
特
長
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
企
画
展
で
し
た
。

土
屋
さ
ん
は
絵
画
27
点
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
・
織

物
な
ど
17
点
、
立
体
作
品
16
点
、
陶
器
14
点
の
合

計
74
作
品
が
展
示
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
天
才
ア
ー

天
才
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
展

『
奏

か
な
で
る・

描え
が
く

・
愉

た
の
し
む』

７
月
４
日
（
水
）
～
８
日
（
日
）、
七
夕
・
盛
夏

の
時
節
、
ジ
ャ
ズ
や
手
製
オ
カ
リ
ナ
の〝
演
奏
〟と

団う
ち
わ扇

に〝
描
く
〟ラ
イ
ブ
を
、
高
瀬
川
の
ほ
と
り

の
京
町
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
高
瀬
川
・
四
季
Ａ
Ｉ
Ｒ
」

で
〝
愉
し
む
〟
を
テ
ー
マ
に
、
天
才
ア
ー
ト
ラ
イ

ブ
展
『
奏
・
描
・
愉
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
期
中
、
初
日
か
ら
６
日
ま
で
降
り
続
い
た
雨

に
た
た
ら
れ
ま
し
た
が
、
７
日
（
土
）・
８
日
（
日
）

に
は
雨
も
止
ん
で
、
両
日
の
ラ
イ
ブ
演
奏
と
も

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
１
階
が
満
席
と
な
る
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。
２
階
で
開
催
し
た
団
扇
や
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
の
制
作
ラ
イ
ブ
も
、
作
品
の
多
く
が
売
却
済
み

と
な
る
な
ど
、
初
め
て
の
試
み
は
大
成
功
と
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
た
び
の
豪
雨
で
は
、
会
場
は
特
に

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
西
日
本
各
地
で

多
く
の
被
災
が
あ
り
ま
し
た
。
被
災
地
の
皆
さ
ま

に
は
心
よ
り
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

報 　 告

展 覧 会

多くの作品が売却済みとなったライブ制作の団扇の展示

オカリナ演奏の土屋彰男さん（右）と土屋敏子さん ジャズ演奏の下嶋千佳さん（右）と勝方 浩さん

土屋彰男さんの
作品展示室と
商品

大栁憲一さんの
作品展示室と
商品
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天 才
アート
ノート

前田 ワタル

土屋 彰男

山元 真菜子　Manako YAMAMOTO　1997年生
山元は自ら“ゲシュタルト崩壊フラグ”のペンネームを持って、高校
生の時からフェイスブックに作品をアップしている。作品はペンネー
ムに相応しい題材を織り込み、常に２～３作品を同時並行的に制
作している。

「未知の希望に馳せる」 　画用紙・マジックペン・油性カラー
ペン　380×270mm　2018 年

山元 真菜子

前田 ワタル　Wataru MAEDA　1997年生
前田は、自分の情念の世界を絵にしていくことに長けている。
画用紙を置いて好みの油性ペンをとると、迷うことなく描き込
んでいく。下絵や構想図などを作ることは一切ない。完成後は、
タイトルも必ず自ら作品裏面に記載する。

土屋 彰男　Akio TSUCHIYA　1971年生
土屋は、動物や植物を好んで40年近く描き続けている。その
スタイルは、動物の外形を印象的にとらえて、三角形や方形、
円形等に誇張的に表現され、色彩も対象物から離れて「土屋
調」ともいうべき色調で彩られ、観る者に強い印象を残す。

「チャボ」　キャンバス・アクリル・クレパス　652×803mm　2016 年

「ケツァル ハチドリ」　画用紙・ペン・水彩　363×514mm　2018 年

「じゅうげきせん」　キャンバス・アクリル　606×500mm
2016 年

「きつね」　キャンバス・アクリル・クレパス　652×910mm　2017 年
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大場 多知子

髙橋 美佳

影山 弘樹

「女帝の時代 - 刀と幻想のカリカチュア」 　キャンバス・アクリル　
727×530mm　2018 年

（上）「T. ブラームスとショパンとひまわり」　キャンバス・アクリル・ペン
455×530mm　2018 年

（右）「結婚式」 　アートボード・アクリル　515×634mm　2018 年

「トラを飼っていた少女と鳥使いの男の結婚」 　アートボード・アクリル
515×728mm　2017 年

（上）「ほおずき」画用紙・アクリル　364×515mm　2017 年
（左）「きのこ祭り」アートボード・アクリル　385×540mm　2018 年

髙橋 美佳　Mika TAKAHASHI　1965年生
高橋は昨年から新道アトリエに所属している。彼女も自らの情念を
描くことに長けているが、テーマの多くは自ら体験した記憶がベー
スになっている。多くは「負の記憶」らしいが、描くことで「見つ
め直し」や「消化」ができるという。

影山 弘樹　Hiroki 
KAGEYAMA　
1991年生
影山は、中学生の頃よ
り偉人の肖像に興味を
持ち、これをテーマに描
き続けている。 画 面に
は、これまでに見た肖像
がしっかり記憶されてい
て、洋の東西を問わず偉
人たちが大抵複数で描か
れる。時折オウムなどが
タキシードを着て現れる
こともある。

大場 多知子　Tachiko OHBA　1977年生
大場は、日常生活の中で見た事物～植物、動物、自然事象などなど、
その中で「感動した。美しいと思った。印象に残った」ことを「描い
てみたい」が作品となっている。描くことでひきこもり状態から「自分」
を取り戻したという。
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で
し
た
。
上
手
に
は
さ
み
を
使
う
の
で
、
案
外
手

先
は
器
用
な
の
か
な
と
も
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
幼
稚
園
が
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
ー
の
教
育
方
針

だ
っ
た
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
玩
具
を
用
い
て
手
先

を
使
う
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
園
で
も
移
動
す
る
時
は
、
常
に
何
か
し
ら
物

を
握
っ
て
い
ま
し
た
し
、
言
葉
で
人
に
気
持
ち
を

伝
え
た
り
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
不
安
な
気

持
ち
を
そ
う
す
る
こ
と
で
解
消
し
て
い
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
子
供
た
ち
は
、
そ

ん
な
風
変
わ
り
な
行
動
を
す
る
駿
に
も
、
ご
く
自

然
に
接
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
し
、
先
生
に
も
本

当
に
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

で
も
、
先
の
見
通
し
が
立
た
な
い
こ
と
へ
の
不

安
や
苛
立
ち
か
ら
自
傷
、
他
傷
行
為
の
パ
ニ
ッ
ク

が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
都
度
抱
き
し
め
て

抑
え
た
り
、
人
に
謝
っ
た
り
す
る
こ
と
が
日
常
茶

飯
事
で
し
た
か
ら
、
当
時
の
私
は
、
今
日
一
日
が

ど
う
か
平
和
で
穏
や
か
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
、

た
だ
そ
れ
だ
け
を
祈
る
よ
う
な
思
い
で
毎
日
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

駿
の
気
持
ち
が
穏
や
か
に
な
る
よ
う
に
と
通
い

だ
し
た
音
楽
療
法
で
は
、
生
演
奏
を
聴
か
せ
て
も

ら
っ
た
り
、
時
に
は
親
子
参
加
の
キ
ャ
ン
プ
で
自

然
の
中
で
貴
重
な
経
験
も
し
て
心
身
共
に
楽
し
ま

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
家
族
で
出
掛
け
る
時
も
と

に
か
く
体
を
動
か
せ
る
場
所
を
選
ぶ
よ
う
に
し
て

い
ま
し
た
。

徐
々
に
、
手
に
握
っ
て
い
た
物
も
外
で
遊
ぶ
時

は
、
さ
す
が
に
本
人
も
煩
わ
し
く
な
っ
た
の
か
、

ま
ず
は
、
ポ
シ
ェ
ッ
ト
に
入
れ
て
肩
か
ら
下
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
後
に
金
属
類
を
集
め
る
こ
だ

わ
り
に
変
わ
っ
た
時
、
あ
ま
り
の
重
さ
に
肩
も

こ
っ
た
の
か
、
気
づ
け
ば
い
つ
の
間
に
か
持
ち
歩

か
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

誕
生
か
ら
療
育
に
出
会
う
ま
で

現
在
、
26
歳
に
な
る
息
子
の
駿す

ぐ
るは

、
平
成
３
年

に
我
が
家
の
次
男
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。昨
今
、

世
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
方
々

を
連
日
テ
レ
ビ
で
拝
見
し
ま
す
が
、
い
つ
の
間
に

か
そ
の
人
た
ち
と
駿
も
同
年
代
、
随
分
大
人
の
年

齢
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
す
。

思
い
出
せ
ば
幼
児
期
の
頃
は
、
年
子
の
長
男
と

男
の
子
二
人
の
子
育
て
で
、
と
に
か
く
無
我
夢
中

の
毎
日
で
し
た
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
移
動
し
て
い
た

頃
は
、
走
り
回
る
長
男
よ
り
む
し
ろ
大
人
し
く
、

ぐ
ず
る
こ
と
の
な
い
駿
の
方
が
手
の
か
か
ら
な
い

赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
徐
々
に
逆
転
し
て
き
た
の
は
１
歳
と
数

か
月
を
過
ぎ
た
頃
で
し
ょ
う
か
…
、
こ
だ
わ
り
行

動
が
ム
ク
ム
ク
と
出
始
め
て
き
た
の
で
す
。

ま
ず
、
最
初
の
不
思
議
な
行
動
は
、
外
遊
び
に

出
掛
け
て
も
た
だ
ひ
た
す
ら
隅
っ
こ
で
石
を
溝
に

落
と
す
こ
と
。
ど
こ
に
行
っ
て
も
ず
っ
と
そ
れ
を

続
け
る
の
で
す
。
皆
と
一
緒
に
遊
ぶ
と
い
う
こ
と

に
は
、
ほ
と
ん
ど
興
味
が
な
い
様
子
で
し
た
。
そ

の
う
ち
、
石
落
し
を
し
な
く
な
っ
た
と
思
う
と
次

は
、
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
の
多
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。
特
に
高
い
所
へ
の
恐
怖
心
が
な
い
の
か
と

思
え
る
く
ら
い
、
公
園
の
遊
具
な
ど
は
、
一
番
上

ま
で
す
ぐ
登
っ
て
し
ま
い
、
そ
し
て
上
の
方
で
端

か
ら
端
ま
で
結
構
な
ス
ピ
ー
ド
で
移
動
す
る
の
で

す
。
そ
れ
を
い
つ
も
私
は
見
失
わ
な
い
よ
う
に
ハ

ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
見
上
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
、
幸
い
け
が
な
ど
し
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
頃
は
、
少
し
は
簡
単
な
言
葉
の
理
解
は
で

き
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
か
ら
の
発
語
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
堰
を

切
っ
た
よ
う
に
動
き
回
る
毎
日
で
し
た
。

虫
に
全
く
興
味
が
な
い
駿
は
、
長
男
が
好
き
な

虫
取
り
に
一
緒
に
出
掛
け
て
も
、
広
い
原
っ
ぱ
を

走
り
回
る
ば
か
り
で
、
結
局
帰
る
頃
に
は
、
長
男

が
虫
で
は
な

く
駿
を
捕
ま

え
て
…
。
い

つ
も
家
族
の

誰
か
が
駿
の

背
中
を
追
い

か
け
て
い
ま

し
た
。

２
歳
頃
、

言
語
の
遅

れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
だ
わ

り
行
動
と
多
動
…
。
心
配
は
的
中
し
、
児
童
相
談

所
か
ら
受
け
た
診
断
結
果
は
、
自
閉
症
で
し
た
。

当
時
は
、
将
来
へ
の
不
安
と
現
実
を
ど
う
受
け
止

め
て
い
い
の
か
、
心
と
体
の
機
能
が
混
乱
を
起
こ

し
、
不
覚
に
も
私
は
、
医
師
か
ら
結
果
を
聞
か
さ

れ
た
時
に
は
、
ス
ト
レ
ス
性
胃
腸
炎
、
家
族
に
結

果
を
報
告
す
る
時
に
は
過
呼
吸
に
も
な
り
、
そ
の

場
に
じ
っ
と
座
っ
て
い
ら
れ
な
い
状
態
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
落
ち
込
ん
で
ば
か
り
い

ら
れ
ず
、
何
よ
り
母
親
が
頼
り
の
幼
い
子
を
こ
の

ま
ま
に
し
て
お
け
な
い
！　

駿
に
と
っ
て
い
い
と

思
え
る
こ
と
は
、
何
で
も
し
て
み
よ
う
と
決
心
し

ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
療
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。

幼
稚
園
に
入
る
ま
で
に
、
母
子
で
児
童
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
こ
ぐ
ま
園
に
通
い
始
め
、
入
園
後
に
も

遊
び
を
通
し
て
の
療
育
カ
ン
ガ
ル
ー
教
室
に
通

い
、言
葉
の
教
室
、音
楽
療
法
、京
女
の
セ
ラ
ピ
ー
、

入
学
後
は
、
サ
ー
ク
ル
活
動etc

、
紹
介
し
て
も

ら
っ
た
り
、
誘
わ
れ
た
り
し
て
い
ろ
ん
な
事
に
参

加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
出
会
え
た
精
神
科
の
先
生

や
、
発
達
相
談
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
先
生
方
、
学

校
の
先
生
、
そ
し
て
多
く
の
お
母
さ
ん
た
ち
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
さ
ん
た
ち
の
お
か
げ
で
、
進

路
の
節
目
節
目
に
励
ま
さ
れ
た
り
寄
り
添
っ
て
も

ら
い
な
が
ら
一
歩
一
歩
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

綺
麗
な
色
へ
の
興
味
と
音
楽
療
法

３
歳
半
で
幼
稚
園
に
入
園
し
て
か
ら
も
、
相
変

わ
ら
ず
の
多
動
で
し
た
が
、
こ
の
頃
の
こ
だ
わ
り

は
、
手
に
い
つ
も
何
か
を
握
る
こ
と
で
し
た
。
持

つ
物
は
周
期
的
に
変
わ
る
の
で
す
が
、
そ
の
中
で

も
気
に
入
っ
て
い
た
の
は
色
鉛
筆
で
、
綺
麗
な
色

に
興
味
が
出
だ
し
た
の
は
こ
の
頃
だ
と
思
い
ま

す
。
眺
め
た
り
、
並
べ
た
り
し
て
、
と
て
も
ご
機

嫌
で
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
絵
を
描
く
と
い
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
画
用
紙
一
面
に
隙
間
な

く
、
い
ろ
ん
な
色
で
塗
り
つ
ぶ
し
を
毎
日
何
枚
も

続
け
て
い
ま
し
た
。
同
時
期
に
は
さ
み
で
新
聞
紙

を
切
り
刻
む
と
い
う
こ
と
に
も
は
ま
り
、
そ
の
せ

い
で
当
時
は
、
家
中
塗
り
つ
ぶ
し
と
紙
吹
雪
の
山

余
暇
を
楽
し
め
る
生
活 

＝ 
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
、
そ
し
て
天
才
ア
ー
ト    

長
村 

正
子

寄　稿
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私
は
、
気
づ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

振
り
返
る
と
、
今
ま
で
、
一
つ
一
つ
で
き
る
こ

と
が
増
え
て
い
く
た
び
に
、
笑
顔
に
な
る
こ
と
も

増
え
て
い
き
ま
し
た
。
駿
が
笑
っ
て
い
る
。
楽
し

ん
で
い
る
そ
の
笑
顔
を
見
て
い
る
と
私
も
幸
せ
に

な
り
ま
す
。

私
た
ち
親
子
は
、
療
育
、
学
校
、
サ
ー
ク
ル
活

動
を
通
し
て
随
所
に
た
く
さ
ん
の
方
と
出
会
い
、

お
世
話
に
な
り
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

点
と
点
を
た
ど
っ
て
行
く
と
一
本
の
線
が
つ
な

が
る
よ
う
に
前
に
進
ん
で
い
け
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
こ
の
先
も
前
途
多
難
な
こ
と
は
待
ち
受
け
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
で
も
、
あ
の
不
安
な
気
持
ち
で

押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
時
期
は
、
は
る
か
遠
く
に

感
じ
て
い
ま
す
。

今
、
実
感
す
る
こ
と
は
、
心
が
満
た
さ
れ
て
安

定
す
る
時
＝
幸
せ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
と
比

べ
る
こ
と
も
な
く
、
自
分
が
楽
し
め
る
こ
と
を
し

て
い
る
時
。
駿
に
と
っ
て
余
暇
活
動
は
ま
さ
に
そ

の
時
だ
と
思
え
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
が
あ
っ
て
、
今
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

体
の
発
達
と
ス
ポ
ー
ツ

６
歳
の
春
、
地
元
の
小
学
校
に
進
学
し
、
学
校

で
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
お
友
だ
ち
か
ら
影
響

を
受
け
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
普
通
学
級
に

通
う
こ
と
を
希
望
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
母
子
通

学
で
す
が
、
そ
の
前
に
、
駿
は
、
場
面
や
場
所
が

変
わ
る
と
慣
れ
る
の
に
時
間
が
掛
か
る
の
で
、
慣

れ
さ
せ
る
た
め
に
た
び
た
び
見
学
を
兼
ね
て
学
校

に
遊
び
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
入
学
後
は
、
ま

だ
幼
い
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
は
、
親
子
で
学
校
に

来
る
駿
と
私
に
興
味
津
々
で
し
た
。
１
年
間
は
、

普
通
学
級
と
育
成
学
級
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て

過
ご
し
、
２
年
生
か
ら
は
、
育
成
学
級
に
編
入
し

ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
少
し
で
も
冷
め
た
も
の
を

食
べ
る
の
を
嫌
が
り
、
お
弁
当
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
給
食
で
あ
っ
て
も
、
電
子
レ
ン
ジ
で
温
め
な

い
と
食
べ
ら
れ
な
い
程
の
頑
固
さ
で
し
た
。

そ
れ
が
、
半
年
も
経
た
な
い
う
ち
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
、
給
食
に
出
さ
れ
た
も
の
は
ど
ん
な
食

べ
物
で
も
残
さ
ず
完
食
す
る
と
い
う
習
慣
が
身
に

つ
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
先
生
が
毎
日
根
気

強
く
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
し

た
。
後
で
お
聞
き
し
た
こ
と
で
す
が
、
６
年
の
間

に
、
先
生
の
眼
鏡
を
何
度
も
飛
ば
し
て
い
た
そ
う

で
、
日
々
の
格
闘
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
こ
と
は
想

像
が
つ
き
、
そ
れ
で
も
常
に
愛
情
を
持
っ
て
指
導

し
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
特
に
６
年
生
の
運
動
会
で
、
器
械
体
操
を
皆

と
一
緒
に
最
後
ま
で
や
り
き
っ
た
時
、
一
緒
に
喜

び
合
っ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

こ
う
し
て
、
よ
く
食
べ
、
よ
く
動
い
た
６
年
間
で
、

身
長
も
す
く
す
く
伸
び
、
卒
業
式
を
迎
え
る
頃
に

は
、私
の
身
長
は
あ
っ
さ
り
越
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

12
歳
の
春
、
地
元
の
中
学
の
育
成
学
級
に
進
級

し
ま
し
た
。
さ
す
が
に
こ
の
時
期
は
、
身
体
も
大

き
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
多
動
は
治
ま
っ
て
き
て

い
ま
し
た
。
と
な
る
と
、
逆
に
こ
の
有
り
余
る
体

力
を
ど
う
や
っ
て
消
費
す
べ
き
か
…
。
駿
の
ス
ト

レ
ス
の
発
散
と
健
康
の
た
め
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

家
族
皆
が
平
和
な
睡
眠
を
取
れ
る
た
め
に
も
必
要

不
可
欠
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
ち
ょ
う
ど
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
と
水
泳
教
室
に

誘
っ
て
も
ら
い
、
直
ぐ
に
始
め
ま
し
た
。
こ
の
２

つ
は
、
現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
か
ら

移
動
支
援
も
始
め
、
少
し
年
上
の
お
兄
さ
ん
の
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
に
い
ろ
ん
な
場
所
に
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
え
る
と
い
う
楽
し
み
も
増
え
ま
し
た
。

天
才
ア
ー
ト
と
の
出
会
い
か
ら
現
在

15
歳
に
な
っ
て
、
高
校
は
呉
竹
総
合
支
援
学
校

に
進
み
、
毎
日
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
日
課
と
な
り
ま

し
た
。
か
な
り
体
力
も
つ
い
て
、
こ
の
頃
に
習
慣

的
に
走
る
こ
と
が
定
着
し
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

何
よ
り
呉
竹
総
合
支
援
学
校
と
の
ご
縁
で
『
天
才

ア
ー
ト
』
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

余
暇
活
動
は
、
誰
に
と
っ
て
も
心
の
安
定
に
と

て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
天
才
ア
ー
ト
に
参
加
さ

せ
て
も
ら
え
て
、
駿
の
余
暇
活
動
が
充
実
し
た
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
駿
は
、
特
別
な
絵
の
才
能

が
有
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
間
違
い

な
く
素
直
に
描
く
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
特

に
、
魚
や
、
鳥
、
花
を
、
よ
く
描
い
て
い
ま
す
。

あ
の
と
ん
で
も
な
く
多
動
で
、
不

思
議
な
行
動
ば
か
り
し
て
い
た
駿

が
、
じ
っ
と
机
に
向
か
っ
て
絵
を
描

い
て
、
し
か
も
そ
の
描
い
た
絵
が
作

品
に
な
っ
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
さ

れ
る
な
ん
て
！　

本
当
に
夢
み
た
い

で
、
あ
り
が
た
く
、
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

自
閉
症
は
、
決
し
て
人
に
興
味
が

無
い
わ
け
で
は
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

誤
解
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
む
し
ろ
上
手
く
相
手
に

気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
な
い
分
、
人
の
す
る
こ
と
を

よ
く
見
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
記
憶

し
て
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
再
現
し
た
り
も
し
ま
す
。

駿
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
中
で
驚
か
さ
れ
る

こ
と
に
、
教
え
て
な
い
の
に
何
で
こ
こ
に
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
る
の
?!
と
か
、
そ
の
使
い
方
い
つ
の

間
に
覚
え
た
の
?!
と
か
、
多
々
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
急
な
変
更
と
か
相
手
の
都
合
と
か
理

解
で
き
な
い
の
で
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
が

苦
手
で
す
。
な
の
で
、
ス
ト
レ
ス
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
パ
ニ
ッ
ク
に
繋
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

駿
は
特
に
、
言
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

不
得
手
な
の
で
、
今
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
加
音

西
京
極
作
業
所
で
は
、
視
覚
的
な
カ
ー
ド
を
用
い

る
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
と
い
う
方
法
で
、
作
業
中
や
休
憩
時

間
に
自
発
的
に
相
手
に
要
求
を
伝
え
る
手
助
け
を

実
践
的
に
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
駿
に
と
っ
て

分
か
り
易
く
工
夫
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
と

て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。
要
求
を
伝
え
る
、
こ
の

当
た
り
前
の
よ
う
な
こ
と
が
、
駿
に
と
っ
て
は
一

番
の
難
関
な
の
で
す
。

た
ぶ
ん
駿
が
自
閉
症
で
な
け
れ
ば
、
当
た
り
前

す
ぎ
て
、
そ
れ
が
で
き
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
に
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■ 
暑
い
京
都
の
夏
に

　

団
扇
の
無
償
配
布
を
実
施
‼

最
高
気
温
の
記
録
を
塗
り
替
え
る「
熱
い・
暑
い
」

夏
が
続
い
て
い
ま
す
。今
年
も
京
都
の
企
業
の
協
賛
・

連
携
に
よ
り
、
そ
ん
な
京
都
の
夏
に
涼
を
届
け
る

団
扇
の
無
償
配
布
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
の
絵
柄
は
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の

新
道
ア
ト
リ
エ
所
属
作
家
・
土
屋
彰
男
氏
の
「
宇

宙
ペ
ン
ギ
ン
」（
部
分
）
を
使
い
、
昨
年
の
２
倍
と

な
る
１
万
２
千
枚
を
制
作
。
７
月
15
日
・
祇
園
祭

の
宵
々
山
の
日
よ
り
、
市
内
の
美
術
館
・
博
物
館
、

商
店
街
・
地
下
街
や
専
門
店
ビ
ル
な
ど
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
配
架
・
配
布
を
開
始
し
ま
し
た
。

団
扇
の
無
償
配
布
は
、
京
都
市
民
や
観
光
客
の

皆
さ
ん
に
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
を
知
っ
て
い
た

だ
く
良
い
機
会
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

制
作
に
協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
：
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｔ

Ｏ
Ｐ
㈱
・
㈱
最
上
試
作
工
房
・
㈱
西
山
ケ
ミ
ッ
ク
ス
・

㈱
最
上
イ
ン
ク
ス
・
㈱
ク
ロ
ス
エ
フ
ェ
ク
ト
・
共
進

電
機
㈱
・
㈱
名
高
精
工
所
・
㈲
日
双
工
業
・
㈱
衣

川
製
作
所
・
㈱
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
（
敬
称
略
）

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
：
京
都
職
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

■ 

ま
す
ま
す
充
実
す
る
複
製
画
の

　

販
売
と
レ
ン
タ
ル

２
０
１
６
年
６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
複
製
画

は
、
販
売
と
レ
ン
タ
ル
方
式
の
二
本
立
て
で
提
供
し

て
い
ま
す
。

複
製
は
、
高
精
細
の
ジ
ー
ク
レ
ー
印
刷
で
、
一
枚

一
枚
丁
寧
に
原
画
に
忠
実
に
再
現
し
て
い
ま
す
。
ひ

と
つ
の
作
品
の
複
製
枚
数
は
10
枚
限
定
制
作
で
、

売
り
切
れ
る
と
新
し
い
作
品
を
追
加
し
て
い
き
ま

す
。
額
サ
イ
ズ
は
、
三
三
、
半
切
、
四
つ
切
、
太
子

の
４
サ
イ
ズ
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

レ
ン
タ
ル
は
、
病
院
や
ホ
テ
ル
、
公
共
施
設
の
ロ

ビ
ー
、
企
業
の
会
議
室
や
応
接
室
な
ど
を
対
象
に
、

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
採
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
洛
和
会
音
羽

病
院
様
（
山
科
区
）、Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｈ
Ｄ
様
（
上

京
区
）
に
採
用
し
て
い
た
だ
き
、
２
年
契
約
で
１
年

ご
と
に
作
品
を
入
れ
替
え
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

レ
ン
タ
ル
で
複
製
画
を
展
示
し
た
い
と
い
う
要
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み

い
た
だ
く
か
、
ス
タ
ッ
フ
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

作
品
点
数
や
期
間
な
ど
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■ 

会
員・寄
付
を
募
集
し
て
い
ま
す

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
、
当
機
構
の
趣
旨

や
活
動
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
中

で
す
。
会
員
は
「
正
会
員
・
賛
助
会
員
・
名
誉
会

員
」
の
３
種
類
。
ま
た
、
寄
付
金
や
助
成
金
、「
障

碍
者
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
設
立
支
援

基
金
」
な
ど
の
お
申
し
込
み
も
随
時
受
け
付
け
て

■ 

広
告
主 

募
集
中
！

『
会
報 

天
才
ア
ー
ト
』
は
、
当
機
構

の
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
企
業
様

や
団
体
・
組
織
の
広
告
協
賛
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
会
報
の
発
行
部
数
は
毎
号

３
、５
０
０
部
で
、
会
員
・
協
賛
団
体
、

関
係
機
関
、
各
地
の
美
術
館
な
ど
に
配

布
・
配
架
を
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
、

ぜ
ひ
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１
枠
：
１
万
円
〜
（
４
回
掲
載
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
、

info@
tensai-art.kyoto

ま
で

吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

高
橋
美
佳
は
、
昨
年
か
ら
新
道
ア
ト
リ
エ
に
所
属
し
て
、

ア
ク
リ
ル
に
よ
る
絵
画
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。
主
に

自
ら
の
情
念
を
描
く
こ
と
に
非
凡
な
才
能
を
み
せ
る
が
、

テ
ー
マ
の
多
く
は
自
ら
体
験
し
た
記
憶
が
ベ
ー
ス
に
な
っ

て
い
る
。
多
く
は
「
負
の
記
憶
」
の
よ
う
だ
が
、
描
く
こ

と
で
「
見
つ
め
直
し
」
や
「
消
化
」
が
で
き
る
と
い
う
。

本
作
品
「
夜
と
太
陽
」
は
、
ひ
と
つ
の
画
面
に
夜
と
昼
の

世
界
を
描
き
、
太
陽
の
下
と
夜
と
で
は
、
人
間
の
心
情
に
大

き
な
変
化
が
現
れ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷
京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898

い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

http://tensai-art.kyoto

〈
編
集
後
記
〉

京
都
市
・
パ
リ
市
の
友
好
都
市
締
結
60
周
年
を
記
念
し
て

９
月
28
日
よ
り
開
催
さ
れ
る
「
京
都
と
パ
リ
の
障
碍
者
ア
ー

ト
作
品
展
」
は
、
京
都
市
主
催
で
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

が
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
初
め
て
海
外
の
作
家
と
の
コ
ラ

ボ
が
実
現
し
ま
す
。会
期
中
に
は
、「
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」や「
ラ

イ
ブ
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ま
の
参
加
と
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
天
才
ア
ー
ト
展
２
０
１
８
も
本
年
で
第
７
回
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
、
着
実
に
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

来
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
海
外
か
ら
の
お
客
さ

ま
も
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
も
今
後
は
海
外

に
も
目
を
向
け
て
行
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

「
夜
と
太
陽
」　
髙
橋 

美
佳　

M
ika TA

K
A

H
ASH

I　
ア
ー
ト
ボ
ー
ド
・

ア
ク
リ
ル　
７
２
８
×
５
１
５
ミ
リ　
２
０
１
７
年

土屋さんの作品を使った団扇（オモテ面とウラ面）


